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１．はじめに  

近年、我が国においても中温化や施工性改善を目的としたマイクロバブル型フォームドアスファルト発生装

置の導入事例が増えている。また、最近では再生用添加剤もフォームド化する技術(以下、W フォームド)も開

発され、それによる再生アスファルト混合物(以下、フォームド再生混合物)の各種性状の向上が期待されてい

る 1)。特に、出荷混合物の 75%程度を占めると言われる再生アスファルト混合物の作業性向上については、さ

らに要望が高まっていくと考えられる。本検討では、W フォームドによるフォームド再生混合物の作業性評

価を目的として、様々な状況を想定した作業性評価試験を行った。 

２．マイクロバブル型フォームドアスファルト技術の概要 

 マイクロバブル型フォームドアスファルトは、特殊な専用装置を用いてアスファルト中に高圧水を添加し、

水が瞬時に水蒸気になることにより、アスファルトを極めて微細な発泡径(マイクロバブル)となるようにフォ

ームド化したものである。アスファルト混合物製造時には、マイクロバブルによりアスファルトの容積が増加

して見掛けの粘度が低下し、混合性が向上することで温度低減が可能となる。また、施工時にはマイクロバブ

ルがベアリングとして働くことで締固め性が向上し、温度低減が可能となる。なお、施工後に温度が低下する

と泡は無くなり元のアスファルトの性状に戻る 2)。製造概念図を図-1、フォームド状況を写真-1 に示す。 

　加熱アスファルト　　　　　高圧水を添加　　　　フォームド化直後　　　　　　　数分後　　　　　　アスファルト混合物   

図-1.マイクロバブル型フォームドアスファルト混合物の製造概念図   写真-1.ﾌｫｰﾑﾄﾞｱｽﾌｧﾙﾄ 

３．作業性評価方法 

アスファルト混合物の製造から施工までの一連の作業の中から作業性を

評価するポイントを選定し、再現実験を実施して以下の評価方法を設定した。 

(1)ロートフロー法 

 サイロ出荷時の作業性に着目した。評価は、図-2 に示す通り金属製ロート

の底に開閉式ゲートを設けて混合物(5kg)を貯め、開放時に混合物が自然落

下により排出するようにし、それに要した時間の測定により行った。 

(2)貫入法 

 施工時のスコップ作業のし易さに着目した。評価は、図-3 に示す通りアス

ファルト混合物(7kg)に貫入棒を挿入し、時間毎の貫入量測定により行った。 

(3)レーキ法 

 施工時のレーキ作業のし易さに着目した。この評価は、これまでに筆者ら

が作業性評価として実施してきた方法であり、アスファルト混合物をレーキ

で押した時の負荷を測定するものである 3)。 

  キーワード マイクロバブル フォームドアスファルト 微細泡 作業性評価  
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図-2.ロートフロー法の概要図 
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図-3.貫入法の概要図 
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３．アスファルト混合物製造プラントにおける評価 

 アスファルト混合物製造プラントにおいて、2 種類

の再生用添加剤によるフォームド再生混合物を製造し、

その作業性および混合物性状を確認した。製造概要を

表-1、測定状況を写真-2、3 に示す。 

(1)作業性評価 

 各種作業性評価試験の結果を図-4～6 に示す。その結

果、全ての評価において標準混合物よりもフォームド

再生混合物の方が良い結果となった。 

 ロートフロー法では、フォームド再生混合物の排出

に要する時間は標準混合物の半分程度となった。フォ

ームド再生混合物の方がサイロ排出がし易いと言える。

貫入試験においても、フォームド再生混合物の 25cm

貫入時間は、標準混合物の半分程度となった。またレーキ法では、試験温度を変化させてレーキ負荷を測定し

た結果、全ての試験温度でフォームド再生混合物の方が小さい値となり、特に低温時に良好な値を得た。 
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図-4.ロートフロー法の結果     図-5.貫入法の結果       図-6.レーキ法の結果 

(2)アンケート調査 

 作業性評価試験と並行し、レーキ作業員、現場技術員および品質管理担当者等 12 名を対象として、フォー

ムド再生混合物をスコップやレーキで扱った時の作業性、ハンドリング等について感想を調査した。その結果、

図-7 に示す通りフォームド再生混合物が作業し易いという意見が多かった。 

(3)混合物性状 

 製造したフォームド再生混合物の締固め性状を確認したところ、施工性改善効

果が約 20℃あることを確認した。なお、締固め温度を 20℃低下させたフォーム

ド再生混合物の一般性状は、標準混合物と同程度であることを確認した。 

４．まとめ  

本検討の結果を以下にまとめる。 

・ 定量的な評価の結果、標準混合物よりもフォームド再生混合物の方が作業性に優れることを確認した。 

・ アンケートによる定性的な評価においても、フォームド再生混合物の方が作業性に優れること確認した。 

５．おわりに 

本検討では、W フォームドによるフォームド再生混合物の作業性評価を目的として、各種評価試験を行い、

従来の再生混合物より作業性が向上したことを確認した。今後も継続して再生混合物の品質向上に努めたい。 
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表-1.製造概要 

項目 
通常 

混合物 

ﾌｫｰﾑﾄﾞ再生混合物 

① ② 

混合物種類 再生密粒混合物(再生率70%) 

再生用添加剤種類 A A B 

製造温度(℃) 160 160 160 
 

 
写真-2.ロートフロー法   写真-3.貫入法 
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図-7.アンケート結果 

(混合物温度 150～130℃) 
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